
再エネ電気普及 【令和6年度新規事業】

脚折雨乞 × ゼロカーボン 【令和6年度新規事業】 EVバスの導入 【令和6年度新規事業】

ヘチマ・プロジェクト

ごみの減量・資源化ゼロカーボン推進店

2050年ゼロカーボンに向けて挑戦中

省エネ家電補助金

ヘチマ苗の配布から始まり、各種講習会・講座を開催
しながら育成を支援し、成果を発表する場を設けるまで
の一連の流れの中で、環境意識の啓発を図ります。

環境に配慮した取組を行っている店舗や
事業所を「鶴ヶ島市ゼロカーボン推進店」
として認定し、地域一体となってゼロカー
ボン意識の醸成を図ります。

認定シール

認定数

71店

【実績（交付件数）】

380件 (総額 1,630万6千円)
エアコン

冷蔵庫

LED照明器具

ポータブル蓄電池

認定証

(R6.10.31現在)

【担当・連絡先】 鶴ヶ島市役所 市民生活部 生活環境課 環境保全担当 電話：049-271-1111（内線215・216）

150台(7,483千円)

116台(5,629千円)

131台(596千円)

63台(2,598千円)

緑化・暑熱対策
（緑のカーテン）

マイクロプラスチック削減
（ヘチマたわし）

プラスチック製品の資源循環を促すため、庁舎に
リサイクルコーナーを設置しています。

「脚折雨乞」と「ゼロカーボン」のロゴを取り入れたオリジナルポロシャツを製作し、市内中学校の全生徒に配布しました。
中学校では、このポロシャツを夏季の準制服として取り扱い、熱中症の予防にもつなげました。【学生版クールビズ】

文化・歴史(脚折雨乞)、環境(地球
温暖化)教育の一環として中学生が
デザイン案を作成し、約40点の作品
の中から選ばれました。ス・ク～ル ポロシャツ オリジナルデザイン

≪こんなところにもゼロカーボン！≫

ウェルカムガイドブック脚折雨乞PRうちわ

令和６年度の
取組概要

環境にやさしい地域交通の実現のため、つるバス車両に
EVバスを導入します。（令和7年4月運行開始予定）

「実質再生可能エネルギー100％の電気(CO2排出量実質ゼロ)」
の公共施設への調達と、市民・事業者への普及促進を行います。

電気料金プランの種類 特徴

武州さすてな電気ビジネス
（公共施設・事業所向け）

東京電力より△1～2％程度安価
（東電の低圧電気契約施設が対象）

武州さすてな電気
（家庭向け）

県内の自然保護のため、１件につき1,000円
を(公財)さいたま緑のトラスト協会へ寄附

※市は、武州ガス㈱及び東京ガス㈱と「カーボンニュートラルシティ実現に向けた包括連携協定」
を締結し、様々な共同事業に取り組んでいます。


	スライド 1

